
平成 20年度 春 期

テクニカルエンジニア（システム管理）
午後 I 問題

12: 10~13: 40 (1時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. この注意事項は，問題冊子の裏表紙に続きます。必ず読んでください。

4. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

5. 問題は，次の表に従って解答してください。

一
問 1～問 4

3問選択

6. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又は HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に，受験番号を記入してください。正しく記入されていない場合は，

採点されません。

(3) 生年月日欄に，受験票に印字されているとおりの生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。

(4) 選択した問題については，次の例に従って，選択襴の問題番号を〇印で囲んでく

ださい。

なお， 0印がない場合は，採点の対象

になりません。 4問とも〇印で囲んだ場

合は，はじめの 3問について採点します。

(5) 解答は，問題番号ごとに指定された枠

内に記入してください。

(6) 解答は，丁寧な字ではっきりと書いて

ください。読みにくい場合は，減点の対

象になります。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

〔問 1' 問3, 問4を選択した場合の例〕

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問1 システムの障害管理に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

E社は事務用品の販売会社であり，販売管理システムが稼働している。昼間のオン

ライン業務では，営業店からの入力に基づいて受注処理や入出庫処理が行われている。

夜間のバッチ業務では，各種実績集計処理やマスタファイルのメンテナンス処理が行

われている。

販売管理システムは，月曜日から土曜日までの週 6日間運用されており，オンライ

ン業務のサービス時間帯は 9時から 19時までである。ただし，水曜日と土曜日は， 9

時から 18時までとなっている。

マスタファイルには業務管理テープルと端末属性管理テーブルが格納されている。

業務管理テーブルのメンテナンスジョブは毎日実行され，端末属性管理テーブルのメ

ンテナンスジョブは週 1回実行される運用になっている。オンライン業務の終了時に

は，マスタファイルのバックアップが取得されていて，障害発生時にファイルを回復

する場合は，バックアップからすべてのファイルを一括して戻す運用となっている。

E社の業務データ量は年々増加する傾向にあり，バッチ業務の終了からオンライン

業務の開始までの余裕時間は減少する傾向にある。

E社のシステム管理部門では，利用部門との間で SLAを取り決めており，オンライ

ン業務に関しては，表 1のとおりである。

表 1 オンライン業務の SLA

項番 SLA項目 内容 サーピスレベル値

1 可用性 オンライン業務の月間稼働率 99％以上

2 オンラインレスポンス データ入力の応答時間遵守率 5秒以内の遵守率 90％以上

3 サーピス開始時刻 サーピス開始時刻の遵守率 遅延時間 30分以内の遵守率 100%

4 運用変更通知 利用部門への通知時限 運用変更の 60分前

〔プログラムのリリース管理）

販売管理システムの業務プログラムは， E社のシステム開発部門が開発している。

業務プログラムに変更が発生した場合は，システム開発部門でプログラム修正作業が

行われる。修正したプログラムのリリースに関しては，システム開発部門でテストが

完了したものをシステム管理部門が受け入れて，本番環境にリリースを行う手順にな

っている。変更内容は，システム管理部門がリリース台帳で履歴を管理している。
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（トラブルの発生〕

営業店の端末の増設に伴い，マスタファイルに格納されている端末属性管理テーブ

ルの定義変更が必要になった。システム管理部門の運用担当者がパラメタを設定して

マスタファイルのメンテナンス処理を実行したところ， トラブルが発生した。復旧に

長時間を要したので，オンライン業務のサービス開始時刻が 1時間遅延した。当月の

稼働日数は25日 (242時間）で，当月のトラブルはこの 1件だけであった。

トラブルの経緯は，次のとおりであった。

(1) マスタファイルのメンテナンス処理で，業務管理テーブルのメンテナンスジョブ

が正常終了した後，端末属性管理テープルのメンテナンスジョプを実行したところ，

処理の途中で異常終了した。

(2) 運用担当者は，エラーを修正して再実行するために原因究明作業に取り掛かり，

トラブル発生時の対応手続に従って，次の調査を行った。

・マニュアルでエラーメッセージの調査

・オペレーション手順の調査

・パラメタの設定内容の調査

(3) 運用担当者の調査では，設定したパラメタやオペレーション内容には特に問題が

発見されなかった。別の運用担当者に代えて(2)の調査をもう一度行ってみたが，問

題は発見されなかった。原因究明に行き詰まり，開発担当者に調査を依頼すること

にしたが，既にバッチ業務の再実行可能時刻（オンライン業務のサービス開始時刻

を遵守するための最遅バッチ業務開始時刻）を超過していた。

(4) 開発担当者からは，“エラーの発生したプログラムは前週にリリースしたものであ

ることから，プログラムに誤りがある可能性が高い。”という回答があった。

(5) 運用担当者は，すぐにはエラーの修正が困難であることから，システム管理者で

ある Y氏に判断を仰いだ。 Y氏の指示で，営業店の端末の増設に伴う定義変更作業

は中止することにして，次の手順でトラブルを復旧した。

① l a 

② 業務管理テーブルのメンテナンスジョブを再実行する。

(6) バッチ業務の完了が大幅に遅延し，オンライン業務のサービス開始時刻を過ぎて

しまった。利用部門からはシステム管理部門に対して，“オンライン業務が開始され

ていない。運用変更の適知も来ていない。どうなっているのか。’'との苦情が多数寄

せられた。
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Y氏は，今回発生したトラブルヘの対応を振り返り，対応手続の改善を検討した。

さらに，オンライン業務の開始に影響が出て SLAを遵守できなかった事態を受け，

まず，オンライン業務の開始までの余裕時間を確保する方策を検討することにした。

その結果，バックアップ運用の見直しが有効であることが分かった。

〔バックアップ運用の見直し］

E社のシステムで適用可能なバックアップ方式には，表 2に示すように現在適用

している“通常バックアップ”のほかに，“増分バックアップ”と“差分バックアッ

プ’'がある。

表2 バックアップ方式

方式 バックアップ時の処理 ファイル回復時の処理

通常バックアップ
マスタファイルをすべてバックアップす 通常バックアップで取得したファイルをリス

る。 トアする。

前回の通常バックアップ又は増分バック 通常バックアップで取得したファイルをリス

増分バックアップ アップ以降に変更されたファイルだけを トア後に， l b I 
バックアップする。 をリストアする。

前回の通常バックアップ以降に変更され 通常バックアップで取得したファイルをリス

差分バックアップ たすべてのファイルをバックアップす トア後に， l C I 
る。 をリストアする。

Y氏は新しいバックアップの運用方法として，次の二つの運用案を検討することに

した。

(1) 運用案 A:土曜日の夜間に“通常バックアップ”を行い，月曜日から金曜日の夜

間は“増分バックアップ”を行う。

(2) 運用案 B:土曜日の夜間に“通常バックアップ”を行い，月曜日から金曜日の夜

間は“差分バックアップ”を行う。

Y氏は二つの運用案について，次の 3点を検討した。

① バックアップの処理時間

バックアップの処理時間について調査したところ，“通常バックアップ”が 70分

で，“増分バックアップ’'が平均で 10分，“差分バックアップ”が平均で 35分掛か

ることが分かった。
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② バックアップしたファイルの管理運用

バックアップしたファイルは， 1日単位で外部記憶媒体に保存する。

③ 障害発生時のファイル回復時間

ファイル回復時の処理で，各バックアップ方式のリストアの処理時間は，それぞ

れバックアップの処理時間と同ーである。

〔ファイル回復時間の短縮〕

これらの運用案では，バックアップの処理時間が短くなり，オンライン業務の開始

までの余裕時間を確保することができるが，障害発生時のファイル回復時間が現行よ

り長くなってしまう。そこで， Y氏は，ファイル回復時間を更に短縮するために，運

用案A又は運用案 Bの変更を検討することにした。

設問 1 〔トラブルの発生〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) 今回のトラブルによって遵守できなかった SLA項目を二つ挙げ，それぞれに

ついて， SLAを遵守できなかった要因を， トラブル発生時の運用担当者の対応

から， 35字以内で述べよ。

(2) トラブルの復旧手順について，本文中の I a Iに入れる適切な字句を，

40字以内で答えよ。

(3) 原因究明作業において，本来のトラブル発生時の対応手続として追加してお

けば対応時間の短縮を図れたと考えられる確認事項がある。その確認事項の内

容を， 50字以内で述べよ。

設問 2 〔バックアップ運用の見直し〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) バックアップの処理時間について，運用案 Aと運用案 Bのそれぞれの案を採

用した場合の， 1週間のバックアップの処理時間合計（分）を求めよ。

(2) ファイル回復時の処理について，表 2中のIb |, | c |に入れ

る適切な字句を，それぞれ25字以内で答えよ。

設問 3 （ファイル回復時間の短縮〕について，ファイル回復時間を 90分以内とするた

めに，修正の少ない運用案は運用案 Aと運用案 Bのいずれか。答案用紙の“運用

案 A・運用案 B"のいずれかの文字を0印で囲んで示せ。また，その変更内容を，

20字以内で述べよ。ただし，土曜日は通常バックアップを行い， 1週間のバック

アップの処理時間の合計が200分を超えないものとする。
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問2 セキュリティ管理に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

F社は輸入雑貨を仕入販売する中堅会社であり，小売店向けに商品を卸している。

F社には地域別に 10の販売課があり，それぞれの地域の小売店を担当している。各販

売課には 30名の営業員がいて，それぞれが担当する小売店を訪問して営業活動を行い，

活動結果をそれぞれの課長に報告している。

F社では，注文システムが稼働している。営業員は注文システムを利用して，小売

店からの注文を入力したり，小売店の注文状況を検索したりすることができる。販売

課では所属する営業員全員に，訪問先で注文システムを利用できるように，モバイル

PCを貸与している。また， F社では公開用 Webサーバを設置し，インターネット

を介して Webページを公開している。 F社のシステム構成を図 1に示す。

FW:ファイアウォール

VPN : Virtual Private Network 

図1 F社のシステム構成

〔注文システムの利用方法〕

営業員は，社内 PCとモバイルPCから，注文システムを利用できる。

社内 PCから注文システムヘの接続要求を行うと，認証のための利用者 IDとパスワ

ードの入力画面が表示され，認証に成功すると注文システムの利用が可能となる。

営業員に貸与されているモバイル PCには， VPN通信に必要となる暗号化の鍵やル

ーティング情報などが設定されており，インターネット及びVPN装置を経由して注文

システムを利用できる。利用手順を次に示す。

- 6 -



① モバイル PCから注文システムヘの接続要求を行うと， VPN装置への認証のため

のVPNIDとパスワードの入力画面が表示される。

② VPN装置の認証に成功すると業務サーバ内の注文システムに自動的に接続され，

社内 PCと同様の手順で注文システムの認証を受ける。

③ 注文システムの認証に失敗した場合，又は直ちに注文システムにログインしなか

った場合は， VPN装置への接続が切断される。

〔ID管理と ID登録申請プロセス〕

注文システムの利用者 IDとVPN装置の VPNIDは，システム管理部のセキュリテ

ィ担当である K氏が管理している。営業員の IDの登録は，それぞれの申請に基づい

て，次の手順で処理される。

① 営業員の新規 IDの登録申請は，営業員の所属する販売課の課長が申請書を作成し，

システム管理部のセキュリティ担当に提出する。利用者 ID登録申請の場合は利用者

ID登録申請書を， VPNID登録申請の場合は VPNID登録申請書をそれぞれ作成す

る。

② k氏は必要な確認を行った後， ID管理システムを使用して ID登録処理を行う。

IDは，附帯情報とともに ID管理ファイルに登録される。

③ 申請した課長には，登録結果が通知される。正常に ID登録処理が行われた場合は，

IDと初期パスワードが営業員に直接通知される。

また， IDを無効化する場合，利用者 IDについては利用者 ID無効化申請書を， VPN

IDについてはVPNID無効化申請書をそれぞれ作成し， ID登録申請と同様のプロセス

で処理する。

営業員の異動や退職は，頻繁にある。 F社は，異動や退職によって転出した営業員

が注文システムを不正に使用することを防ぐために，次の運営ルールを定めている。

・運営ルール： IDを保有する営業員が転出した場合，担当の課長は直ちに

亡ニコをシステム管理部のセキュリティ担当に提出すること

しかし，実際は，運営ルールどおりに運営されていない場合が見受けられた。

〔ID管理ファイルの内容〕

ID管理ファイルは， ID管理システムからだけアクセス可能であり， K氏のほかには

システム管理部のアクセス権限のある部員だけが利用可能となっている。申請書に基

づいて K氏が IDの登録を行うと ID管理ファイルに対象レコードが有効情報として登
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録され， IDの無効化を行うと対象レコードが無効情報として更新される。 ID管理フ

ァイルのデータ項目を，図 2に示す。

ID ID区分(1)
所属

部課名

営業員

氏名
有効区分(2) I登録日 I更新日

注（1) 利用者 IDは “1” を， VPNIDは “2"を設定する，

(2) 有効情報は “1” を，無効情報は “2"を設定する。

図2 ID管理ファイルのデータ項目

〔ログの管理〕

公開用 Webサーバ，注文システム及び VPN装置の各機器では，ログを保持してい

る。ログのファイル名はそれぞれ Webアクセスログ，注文システムアクセスログ及

びVPN接続ログである。ログは暗号化され，各機器内に保存されている。それぞれの

ログに保持するデータ項目を，表に示す。

表 各ログに保持するデータ項目

ロ ニ目
ID(1) アクセス 送信元 あて先 アクセス

日時(2) IPアドレス IPアドレス ファイル

Webアクセスログ X 

゜ ゜ ゜ ゜注文システムアクセスログ

゜ ゜
X X 

゜VPN接続ログ

゜ ゜ ゜ ゜
X 

〇：保持するデータ項目

X:保持しないデータ項目

注（1) 注文システムアクセスログには利用者 IDを， VPN接続ログには VPNIDを記録する。

(2) 各機器のシステム日時を記録する。

〔Webページの改ざん〕

F社では， Webページが改ざんされる事件があった。インターネットから公開用

Webサーバのセキュリティホールが攻撃可能な状態になっていたので，公開用 Webサ

ーバ上のコンテンツファイルが書き換えられてしまった。コンテンツファイルのバッ

クアップを取得していなかったので，復旧に時間を要し， 3日間 Webページの閲覧が

できなくなってしまった。 K氏は毎月， Webアクセスログを検証して不審なアクセス

がないかを調査しており，公開用 Webサーバヘの攻撃が確認された。

その後，必要なセキュリティホールヘの対策は完了したが， K氏はこの事件を契機

として，コンテンツファイルのバックアップを業務サーバに格納することにした。
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〔モバイル PCの紛失とログの調査〕

ある日，営業員 x氏の上司である課長から K氏に， X氏がモバイル PCを紛失した

という報告があった。 X氏は紛失後 5日間課長に報告せずに独りでモバイル PCを

探していた。その間は社内 PCを使って注文システムを利用していた。紛失したモバ

イル PCのハードディスクには， X氏の利用者 IDとパスワード，及びVPNIDとパス

ワードが保存されていた。 K氏は，モバイル PC紛失の報告を受け，直ちに X氏の利

用者 IDとVPNIDを無効化した。 K氏は， IDの不正な利用によって顧客ファイルに

アクセスされていないかを確認するために，次の手順でログを調査することにした。

① VPN 接続ログにおいて， ‘•ID が X 氏の VPN ID, かつ，アクセス日時が紛失日時

以降”という条件でアクセス記録を抽出する。

②注文システムアクセスログにおいて，し、［こここコ＇［二三ニコ，かつ，

| ェ |”という条件でアクセス記録を抽出する。

③ ①と②のアクセス記録で1 オ Iが一致した利用を， IDの不正な利用による

顧客ファイルヘのアクセスである可能性が高いと判断する。

ログを調査した結果，不正なアクセスは認められなかった。

設問 1 (ID管理と ID登録申請プロセス〕について，（1), (2)に答えよ。

(1)本文中の I ア Iに入れる適切な字句を， 30字以内で答えよ。

(2) F社は転出した営業員の IDについての運営ルールを定めているが， これを補

完する目的で，定期的に K氏が実施すべき作業がある。 ID管理システムを利用

して， K氏が営業員の所属する販売課の課長に依頼すべき作業内容を， 45字以

内で述べよ。

設問 2 園ebページの改ざん）に関連して，（1),(2)に答えよ。

(1) Webページの改ざん以外で，公開用 Webサーバに関する F社のシステム構成

上のリスクを， 20字以内で述べよ。

(2) (1)で挙げたリスクの回避策について， 30字以内で述べよ。

設問 3 〔モバイル PCの紛失とログの調査〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 本文中の［こここコ～ 1 ォ Itこ入れる適切な字句を，それぞれ 20字

以内で答えよ。

(2) ログ調査の正確性を確保するためには，注文システムの利用開始に先立って，

F社の各機器にシステム上の対策を行っておく必要がある。実施すべき対策を，

30字以内で述べよ。
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問3 システムの性能管理に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

旅行代理店の A社は，インターネット経由の予約システムによって，自社で企画し

たツアーを販売している。予約システムは， A社の基幹システムであり， A 社では売

上拡大や顧客サービス維持のために，ピーク時でも顧客の要求に対応できる処理能力

と快適な応答性能を確保することを重視している。

〔予約システムの概要〕

予約システムの構成は図 1のとおりである。顧客からの要求は，負荷分散装置（以

下， LBという）で Webサーバに振り分けられ，更にアプリケーションサーバ（以下，

APサーバという）で処理される。 APサーバでは，顧客情報やツアー情報を保持する

データベースサーバ（以下， DBサーバという）にアクセスしてツアーの予約処理を

行う。

LBは， Webサーバごとの予約処理応答時間（LBが要求を Webサーバに送信してか

ら， APサーバと DBサーバで処理され， Webサーバから LBが回答を受信するまでの

時間）を測定し，予約処理応答時間の短い Webサーパに要求を送信する。これによっ

て，各 Webサーバの予約処理応答時間が一定となるように処理を振り分けることがで

きる。また， Webサーバの振分けを行った際の予約処理応答時間をログに記録してい

る。 A社では， Webサーパの予約処理応答時間がいずれも 5秒を超えている場合には，

Sorryサーバに要求を振り分け，“ただいま込み合っています”というメッセージを回

答する。

Webサーバから APサーバヘの接続は 1件ごとのラウンドロビン方式で処理され，

要求が振り分けられる。

FW:ファイアウォール

DB:データベース

図1 予約システムの構成
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〔サーバの処理能力〕

予約システムには， Webサーバが 4台， APサーバが 2台， DBサーバが 1台あり

Webサーバの性能は 4MIPS, APサーバ及び DBサーバの性能はそれぞれ 40MIPSで

ある。

平均応答時間の算出のために， 1要求当たりの平均走行ステップ数を調べたところ，

Webサーバが 100万ステップ,APサーバが330万ステップ， DBサーバが 100万ステ

ップであった。 M八い待ち行列モデルを用いて求めた各サーバ 1台当たりの要求の平

均到着率（件／秒）と平均応答時間（秒）を図 2及び図 3に示す。

なお，図中の平均応答時間は各サーバ単体での平均応答時間であり， Webサーバの

平均応答時間には APサーバ及び DBサーバの平均応答時間は含まれない。同様に，

APサーバの平均応答時間には DBサーバの平均応答時間は含まれない。
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（図 2のWebサーバ部分の詳細）
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番号

1 

2 

3 

4 

〔予約システムの運用と監視〕

予約システムの運用と監視は，運用課が行っている。毎月の最初の月曜日の 1時か

ら 5時までの午前の時問帯はシステムを停止し，新機能リリース，ファイルメンテナ

ンスなどの作業を月次メンテナンス作業として計画的に実施している。作業は，毎月

2時間程度で終了している。

また，運用課では運用監視サーバを用いて，常時次の項目について監視を行ってい

る。

(a) LB,各サーバヘの Ping送信による死活監視

(b) 各サーバの CPU使用率，メモリ使用率，磁気ディスク使用率

(c) 各Webサーバの 1分当たりの処理件数

(d) 正常稼働確認のための，各サーバのアプリケーションの出カメッセージ監視

(e) インターネットヘの接続状況，及びLANの稼働状況と使用率

〔DBのテーブル〕

予約システムの DBサーバでは関係データベースを使用している。 DBのテーブルの

定義は，表 1のとおりである。 DBサーバの磁気ディスク容量は十分な余裕がある。

DBサーバに登録されているすべてのテーブルは， 1年に 1回，月次メンテナンス作

業の中で， DB再編成処理を行っている。作業時間は 1時間である。

表 1 DBのテーブルの定義

テープル名 利用方法 データ量
登録可能

最大件数

会員登録の都度，会員情報を追加す 200万件登録済。 1か月に平均 5万件
顧客マスタ

る。会員情報の削除は行わない。 増加する。
300万件

ツアー情報を登録する。ツアーを企画 5万件登録済． 1か月に 5千件のツア

ツアーマスタ する都度，新規ツアー情報を追加す ーを新規追加する。半年に 1回，不 10万件

る。 要な 3万件のツアーを削除する。

顧客のツアー予約内容を登録する。ツ 150万件登録済。平均で 1か月に新

予約 アーが終了してから半年経過後に予約 規が 25万件増加し，不要な 25万件 300万件

システムから削除する。 を削除する。

顧客が過去に予約したツアー情報の一 現在は， 1顧客平均で 3件が記録さ

部を記録する。顧客の好みに合わせた れている。
予約履歴

提案を行うため，予約の都度， 1件の
1,000万件

情報を追加する。
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〔B社との業務提携〕

A社は旅行代理店の B社と業務提携し， A社の予約システムで B社のツアーを取り

扱うこととなった。 B社のツアーは， A社のツアーとは顧客層が異なり，顧客数，ツ

アー数，予約数の増加が見込まれた。運用課では，要求の増加への処理能力向上策と

して，システム全体で30件／秒の要求を受信した際に， Webサーバ単体で処理時間が

1秒以下となるように，既存サーバと同性能のサーバを，表 2のとおりに最低限必要

な台数だけ増設した。

なお， LB,FW,インターネット接続状況及び LANの稼働状況と使用率については

問題がないことを確認した。

表2 サーバの増設

サーバ名 既存台数 増設後の台数

Webサーバ 4 | ア I 
APサーバ 2 | イ I 
DBサーバ 1 | ウ I 

運用課では，予約が多くなる最繁忙期を想定して，要求が設計値の 30件／秒を超え

た場合の影響をシミュレーションしたところ，次のことが分かった。

LBは予約処理応答時間が 5秒となるまで要求を振り分けるので，表2の増設後の台

数ではシステム全体で， 35件／秒までの要求は問題なく処理できる。しかし，要求が

36件／秒になると［ここ：コと| オ |tま問題なく処理できるが'| 力 I 
の平均応答時間が極端に悪化するので，多くの要求が Sorryサーバに振り分けられて

しまう。

設問 1 DBサーバについて，（1), (2)に答えよ。

(1) B社との業務提携を行う以前の DBのテーブル定義で，登録可能な最大件数

に最も早く達するテーブル名を答えよ。また，そのテーブルで最大件数に達す

るのは何か月後か。月数を答えよ。

(2) DBサーパの応答性能を向上させるための，システム運用上の改善策を， 30

字以内で述べよ。
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設問 2 現在の運用監視サーバの監視項目には，予約システムの性能を評価するための

監視項目が不足している。 A 社が重視する処理能力と応答性能を効率よく監視す

るために，追加すべき監視項目を二つ挙げ，それぞれ 25字以内で述べよ。

設問 3 〔B社との業務提携〕について (1)~(3)に答えょ°

(1) B 社との業務提携によって，予約システムでの処理件数が増加する。運用課

が実施した処理能力向上策及び確認作業以外に検討すべき内容を， 40字以内で

述べよ。

(2) 表2中の［二こ二］～［二こコに入れる適切なサーバ台数を答えよ。

(3) 運用課が実施したシミュレーションについて'| エ I~L ＿力＿ ―|に

入れる適切なサーバ名を答えよ。
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問4 システム移行に関する次の記述を読んで，設問 l~3に答えよ。

食品販売会社の Z社では，インターネット経由の販売システム（以下，販売サイト

という）での販売が好調である。

〔販売サイトのシステム概要〕

Z社の販売サイトのシステム構成を，図に示す。販売サイトヘのアクセスは，負荷

分散装置（以下， LBという）によって， A系統と B系統の Webサーバにラウンドロ

ビン方式で振り分けられる。 Webサーバで受け付けた注文は，同じ系統のアプリケー

ションサーバ（以下,APサーバという）で処理される。 A系統と B系統の注文情報

は，ともに 1台のデータベースサーバ（以下， DBサーバという）に保存される。

z社

FW:ファイアウォール

DB:データベース 1 ー ミラ＝すング

注 網掛け部分は，新規設置予定の機器を表す。

図 Z社の販売サイトのシステム構成

DBは二重化されているので，一方の DBにハードウェア障害が発生した場合でも，

もう一方の DBで処理を続行できる。障害回復後，障害から回復した DBを DBサー

バに接続すると，更新内容が同期され， DB二重化の仕組みによって両 DBの整合性を

維持できる。バックアップの作成時にも，一方の DBを停止して磁気テープにバック

アップを作成後，停止した DBをDBサーバに再接続し， DBの整合性を保って処理す
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ることが可能である。

DBには，四つのテーブルが存在し，その内容と更新方法は表 1のとおりである。

表 1 DBのテープル一覧

テープル名 内容 更新方法

商品マスタ
販売サイトで販売する商品の商 販売担当者が，月末夜間にオンラインで商品情報

品情報が保存されている。 を更新する。

顧客マスタ
顧客情報が保存されていて，注 新規顧客は，販売サイトで顧客情報を登録する。

文時に利用される。 注文時に顧客情報の注文回数が更新される。

販売サイトからの注文情報が保 販売サイトでの注文時に注文情報が作成される。

注文マスタ 存されている。 注文情報は翌営業日に．受注処理のために別の社

内システムにコピーされる。

販売部門が数か月ごとに実施す 注文マスタの注文情報は月末日の月次バッチ処理

注文記録マスタ る売行き分析のために，過去の で，一括して注文記録マスタに登録される。この

注文情報を保存している。 マスタは販売サイトからはアクセスされない。

〔販売サイトの改修〕

z社では現在，販売部門の要望に基づいて，開発担当の S氏が販売サイトの改修を

進めている。システム設計段階で，商品マスタ，顧客マスタ，注文マスタ及び注文記

録マスタのすべてのテーブルのフォーマット変換を実施しなければならないことが判

明した。

s氏だけではシステム移行が難しく，システム運用担当の M氏がシステム移行の計

画と実施をサポートすることになった。

〔システム移行作業計画〕

M 氏は，販売サイトを停止せずにすべてのシステム移行作業を完了できると考え，

表 2に示すシステム移行作業計画を作成した。また，今回のシステム移行作業に合わ

せ，今後の注文量の増加に備えて，老朽化した現行 DBサーバを新規 DBサーバと入

れ替える。新規 DBサーバは事前に導入することにした。

システム移行作業は，比較的注文の少ない 5月中旬を移行作業日とし，注文が半減

する 2時から 8時までの午前の時間帯に作業を行う計画とした。受注処理のための注

文情報のコピー作業があるので，システム移行作業は 8時までに終了する必要がある。

システム移行作業では，プログラムの移行と DBの各テープルのフォーマット変換を

実施する。
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システム移行作業としてはまず，通常のバックアップ処理によってバックアップ

を作成後，バックアップから新規 DBにデータを生成し，テーブルのフォーマット変

換を実施する。次に， B系統を新規 DBサーバと接続して，販売サイトのプログラム

を入れ替え，確認テストを実施する。その後， A系統も新規 DBサーバと接続して，

プログラムを入れ替え，確認テスト後，本番移行を完了する。確認テストでは，テー

ブル更新を伴う処理は実施せず， DB内容の参照だけを行うこととした。

表 2 システム移行作業計画

作業番号・作業内容 作業時間（分） 開始時刻

① 現行 DBのバックアップ作成 30 2時

② バックアップから新規 DBにデータを生成 30 2時 30分

③ DBIJ)テープルのフォーマット変換を実施 210 3時

④ LBでB系統へのアクセス振分け停止

゜
6時 30分

B系統の作業

⑤ 現行 DBサーバ切離し

゜⑥ 新規 DBサーバ接続

゜
6時 30分

⑦ プログラム入替え 30 

⑧確認テスト 30 7時

⑨ LBでA系統へのアクセス振分け停止

゜ 7時 30分
⑩ LBでB系統へのアクセス振分け開始

゜A系統の作業

⑪ 現行 DBサーバ切離し

゜⑫ 新規 DBサーバ接続

゜
7時 30分

⑬ プログラム入替え 30 

⑭ 確認テスト 30 8時

⑮ LBでA系統へのアクセス振分け開始

゜ 8時 30分
⑮ LBでのアクセス振分け確認 30 

注 LBでの振分け停止及び開始，現行 DBサーバと新規 DBサーパとの切離し及び接続

などの作業はコマンドの入力だけの処理であることから，作業時間は 0分と試算した。

〔システム移行作業計画の見直し〕

表 2の計画を検討したところ，システム移行作業中の注文への対処も必要であるこ

とが判明した。そこで， M 氏は，システム移行作業中の注文を正しく新規 DBに反映

する方法として次の手順を考え，システム移行作業計画を変更した。
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(i) システム移行作業中の注文で更新された現行 DBの内容を DB更新ログとして取

得する。

(ii) DB更新ログを用いて，新規 DBの更新処理を行い，データを反映する。この処理

は5分程度と試算された。

〔作業時間短縮の検訳〕

現在のシステム移行作業計画では，移行完了期限である 8時を過ぎてしまうので，

作業時間の短縮が必要になった。そこで，最も時間の掛かる表 2中の③の作業におい

て，システム移行作業の前，又はシステム移行作業の後にフォーマット変換が実施で

きるテーブルを検討した。

〔システム切戻し作業計画の作成〕

M 氏は，表 2中の⑧の確認テストで不具合を発見した場合に備えて，システム移行

を中止し，販売サイトのサービスを継続できるようにする必要があると考えた。そこ

で，表3に示すシステム切戻し作業計画を作成した。

表 3 システム切戻し作業計画

番号 作業対象 作業内容

1 B系統 I a | 
2 B系統 | b I 
3 B系統 プログラム戻し

4 B系統 I C | 
5 LB B系統へのアクセス振分け開始

設問 1 〔システム移行作業計画の見直し〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) システム移行作業中の注文への対処が必要な理由を， 40字以内で述べよ。

(2) (i)で検討した DB更新ログを取得すべき対象テープルを表 1中のテーブル

名で，すべて答えよ。

(3) (ii)の処理は，どの作業の直後に実施すべきか。該当する作業を表 2中の作

業番号で答えよ。また，この際に販売サイトの運営上考慮すべき内容を， 30字

以内で述べよ。
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設問 2 〔作業時間短縮の検討）について，（1), (2)に答えよ。

(1) システム移行前にだけフォーマット変換を実施できるテーブルを表 1中の

テーブル名で答えよ。また，その理由を， 30字以内で述べよ。

(2) システム移行後にフォーマット変換を実施できるテーブルを，表 1中のテー

ブル名で答えよ。また，その理由を， 35字以内で述べよ。

設問 3 〔システム切戻し作業計画の作成］について，（1), (2)に答えよ。

(1) 表 3中のIa |~| c |に入れる適切な字句を，それぞれ 15字

以内で答えよ。

(2) 表 2中の③の作業段階でシステム移行作業を中断しても，システム切戻し作

業をせずに，販売サイトのサービスを継続できる。その理由を， 40字以内で述

べよ。
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7. 途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収されてから

静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 12:50~ 13:30 | 
8. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

9. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

10. 試験中，机上に置けるもの及び使用できるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆又はシャープペンシル，鉛筆削り，消しゴム，定規，時計（アラー

ムなど時計以外の機能が付いているものは不可），ハンカチ，ティッシュ

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12. 答案用紙は，いかなる場合でも，すべて提出してください。回収時に提出しない場

合は，採点されません。

13．試験時間中にトイレヘ行きたくなったり気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

14. 午後IIの試験開始は 14:10ですので， 13:50までに着席してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，R及び｀ TM を明記していません。
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